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要旨 

 アメリカ手話の構成素の語順に関する先行研究では、単純節の構成素の基本

語順は、主語と目的語の指示対象の可逆性（Fischer 1974, 1975）のような意味

的な要素、動詞の一致の存在のような形態的な要素（Kegl 1976, 1977）、ある

いは述語における目的語の類別詞の使用（Liddell 1980）、また文法的な目的語

のトピック化のような統語的操作（Fischer 1974, Padden 1988）などによって交

替し得ると示唆されている。その後の他の手話言語についての研究（Volterra et 

al. 1984, Johnston et al. 2007など）は、上述の要素の全てというよりは幾つかの

要素について扱っている。従って類型論的には、他の手話言語を通じて、語順

の現象を説明する場合にも、これらの要素の関与が妥当であり等しく重要であ

るのかどうかは明らかにされていない。 

 本発表では、香港手話、ジャカルタ手話、スリランカ手話の基本構成素の語

順を提示し、上述の要素がこの基本語順を変えうるか、変えるとしたらどの程

度かということを明らかにする。これらの 3 つの手話言語のデータは、主とし

て母語話者もしくは母語話者に近い話者の、自然発話とエリシテーションを行

った文による。これまでに収集したデータによれば、香港手話とジャカルタ手

話においては SVO 語順が優勢であるのに対して、スリランカ手話では SOV 語

順が強く好まれることが示唆される。これに加えて、香港手話、ジャカルタ手

話とスリランカ手話の間には、どの程度異なる語順が許されるかについても差

異が見られた。例えば、主語と目的語の意味的な可逆性については、異なる語

順を許した場合は、香港手話とジャカルタ手話の方がスリランカ手話よりも影

響が大きかった。さらには、香港手話とジャカルタ手話では SVO（通常語順）、

SOV と OSV 語順が動詞の一致が存在する場合には許容された。しかしスリラ

ンカ手話では、同様の形態的な動詞の一致が明らかに誰が何を誰に行うかを示

していても、SOV が依然として強く好まれ、スリランカ手話の話者には、OSV

という連続は、眉毛を上げるか他の文とはプロソディーを区別することによっ

て O がはっきりとマークされる時にのみ許容された。類別詞の使用も、香港手

話とジャカルタ手話においてはスリランカ手話よりも語順の変化に重要な役割

を果たした。さらに、動詞のタイプによる差異と個人差も観察された。 

 本発表が示した事実は、手話言語は一般に考えられているよりも実際にはは

るかに多様であることを示唆しており、手話言語を通じて構成素の語順のパタ

ーンがどのように異なるのか、もしくは似通うのかを明らかにするためにはさ

らなる研究が必ず必要とされるところである。 
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